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序

静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告第181集として『井通遺跡 IL] を

ここに刊行する。

井通遺跡は、静岡県浜松市北区細江町に所在する。この周辺は銅鐸分

布圏の東端にあたることで著名であり、東海地方において歴史的に重厚

な地域である。

静岡県埋蔵文化財調査研究所は、井伊谷川河川改修工事に伴い、井伊

谷川流域の遺跡、を1996年度より継続的に調査を実施してきた。特に井通

遺跡では律令期の建物群や大溝、墨書土器等が確認され、引佐郡家が直

義管理する港湾施設としての機能を有していたことが判明した。

本書は、 2001年から2004年にかけて井通遺跡で実施した弥生時代中期

~古墳時代前期の発掘調査成果を報告するものである。これらの調査成

果が、静岡県西部における本格的な農耕社会成立の解明に寄与されるこ

とを願って止まない。さらに、本書が多数の方々に活用され、地域の歴

史と埋蔵文化財に対する理解と関心を高めるための一助となれば、誠に

幸甚である。

最後に、発掘調査ならびに本書の作成にあたり地元の皆様、静岡県浜

松土木事務所、細江町教育委員会、静岡県教育委員会等の関係機関各位

に、多大な御理解と御協力をいただいた。さらに、多くの方々から御指

導・御助言をいただいた。この場を借りて、心よりお礼申し上げたい。

また、現地作業、資料整理に関わった調査員・作業員諸氏の労苦に対し

ても謝意を表す次第である。

2008年 3月

財団法人 静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長斎藤忠
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※1 平成19年度より総;j"?J~ 妓2 平成19:tf二度より事務局次長米総務課武 涼3 平成19年!史より事務局次長

調査研究部※4

部長 次長※5
担当課長 l係長

※6 ※7 
詞安研究員(IQ)L:t弥生侍代調交の主たるtg当者)

。;武本俊明小)117;'日彦 九杉俊一郎

。蔵本俊明小川和彦阿部費之丸J杉俊一郎

OJ夜卒後明寸 m;~n[まえ杉俊一郎

。i議木、俊明 中村牧之丸杉後会自1¥

0蔵本俊明 丸杉俊一郎

宣笠主主リ0成本側 中村 雄之 丸i多量一郊

弓|窓湿孝志 iヌL杉俊一郎 平塚智久

E
U
 

平成l(Ji[o皮 佐野五十三及川 百] I及川

※4 平足 19年度より対交諜 ※6 平成19'f.度より京税局次長兼務査課長
立平成19年度より事務局次長 楽7 平成19年度より西部調査係長;
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3 発掘調査の経過

平成1

(cgは主たる

8月6日 1月17日

220r:I 

llR 

8月6日~ 準備工

り
吋

命。

ら

8月10日~ 盛土除去。この筒、台風のため作業は度々中断する0

8月29日~ 遺構検出、実測、写真撮影等

9 !~ 3日 グリッド杭}T設

9月初日 浜北市立総玉小学校発掘体験

10月 5 日 ~12月 2 日

間作業中断。

業を進める

12月3日~ 調査再開。遺構検出、実測、写真撮影等

12月3日 三重大学名誉教授 J¥資晋氏現地来訪

1月17日 調査完了

小川、

1.500rn 

2 

31日

1区の東半面と 2

10月'7B 調査開始

10月15日~ 遺構検出、遺構掘り下げ、実i郎、写真掠影等

10月15日~ 感土除去

10月25EI- 包含層掘り下げ

10月初。 29日 夕、リッド杭打設

叩 12月25日 潟西市立j青崎小学校教諭 1名、児童 4名遺跡見学

2月7日 静両大学准教授篠原和大氏現地指2事

2月日 報道援問現地公開。向坂鏑二氏現地指導

3月比目 安知県内民間市民歴史公開講座遺跡見学(約40名)

3月27臼 空中写真測量

3月31日 調査完了



小Ji j 

平成ιi5年度

調査担当

調査期 4月 9日~平成16年3月29日

訟

( 3区)

4月9日~ 主主ごと除去

4月28日~ 包含層掘り下げ

5月23日~ 遺構検出、遺構掘り下げ、実iNU、写真探影等

5月13白 浜松市立初生小学校児童体験学習

7月7'--116 降雨による冠水のためペルトコンベア}等が被

害を受ける。復旧に時間を費やす

7月31日

8月1B 空中写真測量

8 月 4B~ 埋め戻し

( '1区)

9月2日~ 盛土除去

9 月 12B~ 包含層掘り下げ

3名遺跡見学

10月 3 E!~ 遺構検出、遺構掘り下げ、 ~ì問、写真撮影等

10月14日 グリッド杭打設

12月日日 空中写真測量

12月156~-堅め戻し

( 5区)

1JH日~ 盛土除去

l月208~，~ 包含層掘り下げ

1月206~- 遺構検出、遺構掘り下げ、実測、写真減量三等

1月27日 グリッド杭打設2月10日 空中写真測量

3月8日~ 埋め戻し

3月29日 調査完了

4月 1B 29日

ている。
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他の調査区と同じく包含層と遺構検出面・遺構埋土の峻別が困難であり、精査を繰り返すこととなった。

多くの遺物が出土しており、撹乱内から出土しているが鳥形土器を確認している。

4月 1日 ~ 準備工

4月5日 ~ 盛土除去

4月5日~ 包含層掘り下げ

4月8日 ~ 遺構検出、遺構掘り下げ、実測、写真撮影等

4月22日 グリッド杭打設

5月17日 浜松市立初生小学校発掘体験

5月19日 ~ 包含層掘り下げ

6月14日 空中写真測量

8月10日~ 包含層掘り下げ

8月27日 浜松市立天竜中学校教諭1名遺跡見学

9月16日 報道機関への現地公開

9月19日現地説明会約220名参加

10月18日細江町教育長他約15名遺跡見学

10月29日 調査完了

4 資料整理・報告書作成の経過

平成17年度平成17年 4 月~平成18年 3 月(資料整理)~蔵本

平成18年度平成18年 4 月~平成18年10月(資料整理)~蔵本

平成18年11月~平成19年3月(資料整理)中村

平成19年度平成19年7月~平成20年3月(資料整理、報告書作成)丸杉、平塚

井通遺跡の現地調査は平成16年10月をもって終了し、平成17年4月から静岡県周智郡森町一宮に所

在する財団法人 静岡県埋蔵文化財調査研究所森現地事務所において資料整理を開始した。

それに先立ち資料整理を効率よく進めることができるよう、現地事務所において調査記録・出土遺物

等の基礎整理を進めた。現地における発掘調査によって作成された図面・写真等は番号等を付加した上

で分類し、台帳を作成して保管した。また出土した遺物は水洗し、遺物 1点ずつに遺跡名・取り上げ番

号等の注記を行った。

平成18年 3月までは、遺物の接合など基礎的な作業を中心に進めた。その後、平成18年4月から平

成18年10月まで静岡県島田市旭町に所在する財団法人 静岡県埋蔵文化財調査研究所島田整理事務所

において分類・仕分け・接合・復原と遺物実測を行った。また、石器の実測・トレース委託、理化学的分

析の契約を締結した。平成18年11月から平成19年3月は、現地で作成した調査図面の整理を中心に遺構

図版の作成に努めた。さらに遺物実測を本格的に開始し、石器は実測・トレース委託、理化学的分析の

成果品検査を行った。

平成19年7月に再開された報告書作成作業では、遺物実測、各種版組・トレース、原稿執筆、編集作

業を行った。遺物写真撮影は静岡県静岡市駿河区谷田に所在する財団法人 静岡県埋蔵文化財調査研究

所本部において行った。遺物や図面・写真はそれぞれ台帳を作成し、必要に応じて検索することができ

るよう整理して収納した。報告書刊行とともに静岡県教育委員会文化課に資料の引き渡しを行い、作業

を完了した。



第 2章遺跡の位置と環境

第 1節地理的環境

井通遺跡が所在する静岡県引佐郡細江町(現静岡県浜松市北区細江町)は、静岡県西部の浜名湖北

東岸に位置する。面積約34.18kill、人口22.072人(平成17年12月現在)を擁し、浜松市北区役所が所在

する浜名湖北岸の政治的中心都市となっている。細江町の年間平均気温は約150Cと温暖であり、隣接

する浜名湖では 1年を通してマリンスポーツが楽しまれる穏やかな気候の地域である。

町域の北には三岳山 (423.8m) を中心とした引佐山地、南は緩やかに遠州灘に向けて傾斜している

平坦な三方原台地があり、この二つに挟まれるように東西約10km、南北約 2kmの沖積平野が広がって

いる。この平野部は古くから水田が広がる地域であり、現代においても広い範囲で稲作が営まれてい

る。平野部中心には東から商へと都田JIIが大きく蛇行しながら流れ、流域の広範囲に自然堤防を発達

させている。周囲の地勢に大きな影響を与えてきた都田川は、引佐山地北部にある鳶巣山を源流とす

る全長約50凶の二級河川である。天候によって流水量が大きく変化するため、かつて、流域住民の生活

は度々水害に脅かされていた。本遺跡調査の契機となったのは治水を目的とした河川改修事業である

が、同様の事業は戦前にも大規模に行われている。

都田川は、市街地東側において井伊谷川が合流し、浜名i胡最奥部の支湖・引佐細江へと注ぐ。井通

遺跡はこの合流地点において両川に挟まれるように立地している。

Fig.5 井通遺跡の立地環境(国土地理院発行 1: 50，000地形図「浜松Jに加筆)
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ている。

認されていまい。

関する。者I~田 JI

都田JI 

l向

田町から
伊 J註ふ Jさ

己、

2節歴

る都田町 した河岸段丘E互において、

される土器桔墓が確認されている 。

あり、平野部における

。

田川流域は銅鐸@

と

どの青銅製品が数多く出土することで著名な地域である。静岡県西部

されており、これまでに約20点の銅鐸の出土が確認されている。さらに、破

2点の出土が報告さ

古墳時代 古墳時代中期以降は既

γab園2 都田JII流域出土菅鏑製品一覧

鈎鐸名 種 ljU 図番

穴ノ谷銅鐸 突線認E3式 近畿式 lIC 

i竜峯七位tlり1号銅鐸 突線鉦3式 近畿式 rr j¥ 2 

不動平銅鐸 突*Xi!、鉦3式 近畿王立 !IA ペコ
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。

遺跡名 幸重 B!J 

椿野遺跡 錦織
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キ吾!1庁遺跡、 錦主計(単孔銅綴)

1幸野遺跡 銅綴(単 fL銅鉱)

川久保船渡遺跡 銅倣(単干し銅器産)

f百一野遺跡 5同議(多孔綴)

椿野遺跡 ~I町議(多孔数)

格野遺跡 を同銀

り、特にi丙

-同 2号

の

!EI苦言
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1 井通遺跡

2 Jii久保船渡遺跡;

3 川久保遺跡

4，長遺跡

5 茂塚遺跡

6 :j是花宣

7 f8米寺迷路

3 祝出遺跡

9 育木遺跡

10 市場追跡

u 曳m遺跡

12 1長平i童1M:
13 上三;二、墨跡

14 広岡遺跡

15 宇藤遺跡

16 永出遺跡

17 /J、野遺跡

13 小野山遺跡

19 堂道遺跡

20 老ヶ谷追跡

Th平遺跡

22 詰名波lft}

23 闘の王子遺跡

24 [:草子ヶ谷遺跡

25 天満平遺跡
2五本還数遺跡:

27石岡i15跡
包遺跡

29 静野遺跡

30 !干潮J民同f

31 商r!i記道路;

32 豆楽寺南遺跡

33正註
34 主主目、室品、

35 北祈宮寺遺跡

36 井伊谷遺跡

37栃窪甫遺跡

38 栃ß~:.，t遺跡
39 文明神遺跡

，¥0 ~ヒ同逃Wf.~

Fil]町7 井通遺跡周辺遺跡分布図(萄土地理院発行

A 小野銅鐸出土地

B 船iJ主主同鋒出土地
C 姦ヶ谷銅鐸出土地

D 1竜毎と七曲り5同5塁/:Hコ己主
E 不動平叙鋒出土地;

F 谷銅鐸!i~土地
G ~竜峯才四郎谷銅鋒出土地

1 ヒ岡大塚古墳

E 馬平古墳

m 馬場平3号崎
町谷津ctt~(

V 陣座ヶ谷古素

「伊平Ji気賀」に加筆)

されてい

。井伊谷

さらに

井通遺



調査成果早

調査概栗

に関する
h 官、ゲぶ

丸山 、一一 」

たる

。

を記す。

8世紀代に

きく分層L、

/;:¥. 
tみでに

に関連vずる事項 3

り、

ら日7a~~lV c層

、炉
、~

円， 
沙グ占

町

1向かい標高が高まる。 Va層上面で

していたこと

とは

ている。

ら、 Va

..t 

la~ 

り
え)

にある。

である。 咽層上面で第 3調査面の遺構検出を

配層であ

i!ll a しらVJla層と刊 b1四層

1)ッド以南で

。調査区中央部では、青)天

と

して

てしりる。

合層である。

に'lb層に帰属するものと

を中としたものと、

る。

S D 4001 . 4002、南部のち D 

。

ると、

ものとみら

ら

の自り、特に南部で

u、る。

向
口

に出土しでいる。これら

田川徹高地上に立地する

ら

11 

。ケで

ら

したものと

に{半うものではなく仇包含・層

この時期に微高地トの高位面



_J!:~l.:....，^ z ]:却 )l~蒋

l 

S H4{)101 

C，1)-4'5グリッ Fv: 長!
Fム
Vd， 

ていJる。

8 H 4002 • 41[}03の e!Alii)4

S H 4002 04003， 4004は (:ðD:-4~5\ グリッド》伊

自然流路や SDLlOOlにより

ことにより

を生11り得な 1ハo S H4002 

lま

ることはできない。

S H4.005 

D-6グリッド

るとみら Aい Q)0 

央部に分散し

S Hil.006 

，V」

O
 

ツ
(
切
レ
」

F

〕
よ
/

ov 

ている。

1 
しJ

る。

しいと

としない。切り らSH4005均支

きる。 る。

S H4007 

C'D-2.9グljッドに位置する

D4002により
。

吋マム一市

。 q 
-:..1 いる。

8トi400呂町斗009⑪ 4010

断L

S H4008~j: 

中央部に

る。 SH40l0ー や SH4009ーが S
、
ιふ

L. 

を
、ヲ

Q 
ヅ
〆:;)0

可p

I'~o 

ゆてし、る。

炉とみら

より

ら

おH40・11

D -3グリッドに位置す

ることはできないo

S H4心・!2

、
叫

ん

としない。

している はない。

(~- 7グリッドに位置しており、 によ・2
明

乙~(
c二

ら;九て‘いる。

る。

UF

臼
h
ドノ-、14

 
ものと に遺存してし1る

12 



第 5卒 '8fr!j査成果

る。中

はない。

。8

ものの、

s H; 40~í~ ~~ 

D
 

C
 

;と H4014⑧ ，d.O.!:50 4-りltl

S E40l6ーが SH4015-' S :~140l4へと

とも西側を
P 
J 

d 

Jμ 吋

じり，~o

寸ι

'(:l:" きない。

S I-I 

して

も主柱穴在、いる。命
、

c
略u
o 、ず‘し、ヱ入

、'"'" 'Q_j 0 にご

きない。判断すること

( 2 )土

:3 1<4001 

あるのア
G ある。

レて

ヴ/一、ψ D-3グリッド

している。る。

S KLIひっ2

-空豆~i:由200mでを呈する土坑である。D -

一、ι，
ごV
C 

7-. 

している。

S 1'(，4003 

.~ 7グリッ?に位置する

ていない可能性を

ある。

、 ← マ
ピIfr心。る75: ドに1) 

S tく41004

D! -8 

している。《ojl.-" 。

( 3 ) 

。!)幅約2.0mである。

S D4001 

C'D-4グリッドにおい

S H4002 c 40心4より
p

引
」

、寸

J

Uてp

〆ζ〉。

S D40む2

自/~ 0 

り、検出でき

Lいことが半日明する。

jッドに位置すC>~E-809 

わ14.21コ@ムミ
c ~j 、.r

、'.らものとり

.s 114007よりもiユ
マJ 、

土器棺墓( 4 ) 

13 

まr v:，1 る。る。

S X"ltl)(r! 

[l-l' 2グリッド



内
ヰ

ハ

リ

ウ

t

m叩
一x

c
 

n
b
 

S X400~3 

C -'iグリッド

は牽

S X4004 

1)-8 

S X4005 

D-9 

向 苧舌s.;-!電々
nY.le主 c

2 南部遺構群

( 1 ) 

S H40H 

F -33釦 1)ッド る長車短軸4.4nlの

と捉えられる位置

を呈する

されている

で、ある。床面仁

-， 
，む。

し し、i.!1"-'0 

S H 40"1 8 

現地調査では SH4019と

材検出状況⑨

しいと している。し

のまま る。

:FuG"--33~ ドに{立置する

も

は西j互の一部を除き

i'< v、 る

されており、石

置炉と捉えられる 0

81-1，40.i9 

G
 

リッドに位置する 心う
_< 仁二1._J_ "':1' 

ペ，!:"=f'O-i)〆;::，
て7

00  

としない。

しy三よ与に、

S H4020 

F.G 

_!'- ~7 

め Go

されている。

P o S H40l8よりも きる。

ljッドに位置する

あり、 され〆ている。

S H402"1 

しカミし、

S H4022 

F -34。

マ
包〉

リッドに位置 したとされている。

るを得ない。

ける所見ではG-33⑤ 

リッド し、 るものと られてしるる。

14 



第 3章調査成果

であり、壁溝は検出されていない。焼土が建物北側の壁際で検出されているが、 SH4022に伴うものか

は判然としない。

S H4023・4024・4025

F . G -34・35グリッドに位置している。切り合い関係から SH4025→ S H4024→ S H4023へと変遷

したものと判断したが、対応関係を明確に提示できる調査資料は得られていない。

S H4023は東半部分のみが検出されたものと推定されている。 SH4023に帰属する柱穴・焼土は明確

に捉えられない。壁溝が複数検出されており、建替えが行われたとも考えられる。 SH4024は長軸推定

7.0m・短軸5.6mの隅丸長方形を呈する竪穴建物で、ある。主柱穴は判然とせず、:胆の痕跡も確認されてい

ない。建物四周には壁溝が明瞭に巡る。 SH4025は壁溝の検出によって確認できた竪穴建物である。

この他、壁溝とみられる遺構を検出しているが、現地調査段階で得られた成果からは建物の存在を復原

できない。

S H4026 

G -34・35グリッドに位置しており、東半は調査区外である。やや不整形な竪穴建物で、明確な柱穴・

炉跡は検出されていなしミ。南辺の一部に壁溝が確認されている。

S H4027 

F . G -35・36グリッドに位置する長軸6.7m・短軸4.9mの隅丸長方形を呈する竪穴建物である。主

柱穴は判然としない。壁溝は東辺で一部途切れる箇所が認められている。建物東辺では壁溝が二重に巡

る部分が検出されている。炉の痕跡は中央部に分散して確認されている。

建物の外縁、及び内部にも壁溝が検出されており、別の竪穴建物が存在する可能性がある。

S H4028・4029

F -35・36グリッドに位置する竪穴建物と捉えられており、西半は調査区外である。検出状況から、 S

H4028はSH4027よりも古いものと考えられている。 SH4028からは壁溝が複数検出されているが、建

替えの可能性、若しくは複数の建物の存在を峻別できないため、規模等を判断できない。

S H4029もわずかに壁溝を確認したのみで、諸属性を明確に提示できない。

S H4030 

G -35グリッドに位置する竪穴建物とみられているが、わずかに壁溝を確認したのみで、規模など竪

穴建物にかかわる諸属性を明確に提示することはできない。壁溝は複数検出されているが、建物との対

応関係・切り合い関係などは捉えきれていない。柱穴は不明瞭であり、炉の痕跡も確認されていない。

S H4031 

G . H -36グリッドに位置している。建物西半のみ検出されており、短軸4.9mの規模で、ある。柱穴は

判然とせず、焼土も検出されていなしミ。壁溝は北辺中央部が途切れているが、明瞭に確認されている。

S H4032・4033

F . G -36・37グリッドに位置しており、 2軒とも隅丸長方形を呈するものと推定されている。壁溝

の検出によって存在が確認された竪穴建物であるため、建物の諸属性を明確に示すのは困難である。 S

H4032・4033ともに柱穴は不明瞭である。 SH4032では焼土が検出されている。

S H4034・4035・4036

G . H -37・38グリッドに位置する竪穴建物と推定されているが、調査結果から建物の規模等を正確

に報告することは醇賭せざるを得ない。壁溝の形状から推測すると、 3軒とも隅丸長方形を呈するもの

と考えられる。柱穴はいずれも不明瞭である。

S H4037 

G -38グリッドに位置する長軸7.3m・短軸4.4mの隅丸長方形を呈する竪穴建物である。床面には貼床

15 



16 

は認められなかった。主柱穴はやや不揃いで、あり、規模も他の柱穴との差は見出し難い。壁溝は全周し

ている。焼土が建物内で散在して検出されている。

S H4038 

G -37・38グリッドに位置するが、わずかに壁溝とみられる遺構と焼土を確認したのみで建物と認定

された遺構である。ここでは竪穴建物として報告するが、確実に諸属性を提示できない。

S H4039 

G . H -38・39グリッドに位置する長軸5.3m'短軸2.8mの隅丸長方形を呈する竪穴建物である。柱

穴は明瞭ではない。壁溝は北・東・西辺の一部に検出されており、焼土は中央北側で確認されている。

S H4040 

明瞭な壁溝の検出により存在が推定されたG-39グリッドに位置する竪穴建物である。しかし、柱

穴は不明瞭であり、焼土も検出されていない。

( 2 ) 土 坑

S K4005 

F -32・33グリッドに位置する平面形が長楕円形を呈する土坑である。規模は長軸2.7m'短軸1.0m

である。遺物は土坑北側を中心に出土している。

S K4006 

G -38グリッドに位置する平面形がやや不定形な土坑である。検出された規模は長軸3.0m・短軸1.6

mである。

S K4007 

G -38・39グリッドに位置する平面形が長楕円形を呈する土坑である。検出された規模は長軸2.9m'

短軸1.5mである。遺物は土坑内から散在して出土している。

S K4008 

H-39グリッドに位置する平面形がやや不定形な土坑である。検出された規模は長軸1.6m・短軸1.2

mである。土坑内から喋がやや多く出土している。

( 3 )溝

S 04003 

F . G -35・36グリッドに位置する溝である。西側は弥生時代後期~古墳時代前期頃の自然流路によ

り失われたものと捉えられている。検出できた規模は長さ約15.8m・幅約1.7mである。出土土器とし

て岡示できる資料はなく、時期認定に明確な根拠をもちえない。出土した土器細片と周辺遺構から判断

して、弥生時代中期後葉でも新しい時期と考えたい。

3 自然流路

S R4001 

調査区中央部、及び南部において自然流路を検出したが、本来は同ーの可能性があるため、 SR4001

として一括した。断片的な調査資料からは遺構の詳細な特徴を捉えきれないが、大きく蛇行する流路で

あることから現在の遺跡西側を流れる井伊谷川と考えられる。流路は浸食作用を受けて形成され、氾援

による埋没や再浸食・新たな流路形成を繰り返していたと推定される。出土土器として図示できる資料

はないが、弥生時代中期~古墳時代前期頃の土器が出土している。
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出をもっ39~'41 ・叫. 4::，、外下方 J~

S 1-140213出土土器

きる。

る。 49

している。

S i'-1403itl::1土土器 S FI 出土している。 口

形態

も

る。

南部竪穴建物出土土器

S K40u6出土土器

ある。

S H403L 51' ら出土している 0

51、丸く収める52がみら

り、

。

l..]. 

id、

78---81 

る。 83

下方

U
4
C
 

いる。

土i腕:出土土器

K4004泊、ら

Fミ

り 出土している。 69・

で¥ある。 7い72はいれも

S 

あり、

ら

P 
〈

し

S K4012か

しており、府守となる壷である。

17 



::3 EA0l5から

ら出土し
日
? 

i--l 

らS 

S 
t， 
くー

るたとの

γ川

10、tこ

S D401]~l出土土器

となって

仁コ
ニ£二

にl土/¥

した097

ている。

SD 

句。

ら

8， X400'I 

ある。

点 ρ

じ1、

。

レ」

~J ミ。

を

などから嶺回式の細頚壷と判

出土土器を図示した。 106は

ている。fi 

104は S 又~4004の

き~L
こま J口。

る。

ゐ。

るo 112~i lll~ 

出土土器である。

ゐ。 110はケ

を引くものとみら

109~'~ 

る。 116

。

113 ' 

ある o 120~~' 

曲してフ三きく聞く 120と

曲は小さい。

を有オぷ〉 S

118' 119カτみら

可

;~ 0 

ている

る。

している。

。

ゐ。

としない。

う色、

ls 



ず#3三者 調査成去三

141 

ることとし

r、 s
t， /0 

(." 
o している。石

)]/ンブエ jレス

く.黒曜石 c下呂石回続灰岩園

はチャートと安山

:S 1-14018 

S H40l8から

てい.ス。

h
川
ノ

m

よ

スクレイパ一

石

も出ことしている。
、-，
J在 o 〆

る。

208はSK4016より出土し石材

えたのみである。

には210⑩ 211にも

いる。

石匙 を有する はないo S r 

lつ しており、

している。

磨製剥片酒器 層より出土しており、

/よ

~!~ 

1;;(" 
} 

( I羽田は

L') "亡
、1'-.，，)0 

2150 215はSH4039、 ら している。ともに

している。

rn 

220は包含層、 221はSH~lOω より出土し

o 222はSH4D匹、 223は包含層より出土し

り出土した。石材は224が角閃岩、

~ 

り

色合層、
句、
'，J 

している。

229' 

しないまま立て、ある。 227'

ら施されている。

S H4016より出土した L，'C 

、 包ア

11-'屯〉。

231 る しい。 232・ の可

る。

緑色片岩製であり、包含層より している。 は48mIll、厚きは'7mmの扇平

19 



を呈し、 叱匂F 。

勾玉 より出土し したものと らいの-'0 

している。

7官 。 2~10 。 あり、

がj吏用さ L ミ-ヲ~) 0 

3、 土製品

については、

、白雪
、1

・Er〆
lv 

'7 

Q。

S H~;020、 250

はSH403'Jヘ25]。 ら出土している。 ら出土している。

く

できる。これら ìt~ 込

o 257はSH4006、 2518~土 S H4020、

ら出土してお ~J 't， 

〆
」 SH 

しえな

も

している ヲぇ

ゐ。

竹、

11 ¥る。

帰属時期 忌

している。 マミ
、=

る と について としない。

2G 
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Tab.3 

142 SD4002 

1<:13 包含層(北部)

144 包含属(北部)

145 包i含腐(南音1¥)

146 包含層(北部)

147 包念日書 (;1七部)

148 包含層 (:jl::部)

149 包会層 (ョヒ部)

150 包含層(南部)

151 包含層(北部)

152 包含層(北部)

153 包合宿 (~t部)

154 包含層(北部)

155 包含層(南部)

156 包含層(北部)

157 包含層(中央音))

158 包含層何回[$)

159 包含層(北音j$)

160 SHL~OOl 

161 SH40l3 

162 包含層付ヒ部)

163 包含層(北部)

l64 SK4002 

165 SK4001 

166 包含j習は日s)

167 包含層付日15)

168 SH4006 

169 包含層(北吉11)

170 SH4007 

171 SH4003 

172 包含層(北音11)

173 包含層(;1回目)

1711 SD4003 

175 包含j言(荷音11)

176 包含居(北部)

177 SI:lAOOl 

178 包含漕(北音!I)

l79 包含層(南部)

180 SK4002 

181 包含層(北音s)

132 包含忌(~I:部)

183 SH4037 

184 包含思(北部)

185 包含j言(南部)

186 5D4003 

187 SH4020 

188 包含'麿(北部)

139 SK4004 

190 包含緩(南部)

191 包含潜 (;1七部)

192 5I-14018 

193 SK4001 

194 5HL~0l8 

195 SH40l8 

196 包含震(北部)

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

キT製石斧

打製石斧

γ主主iIl→一三弘、
ヲ .J;':;シ九二〆1_¥_.，，，.. 

打ι製;石斧

打主主石斧

打製石斧

きI製石斧

打製石斧

石鈴t
石鉄

石鉄

石鉱

石鈴i
二日量長

石義t

昨

航

叫

散

数

銃

数

倣

鍛

数

談

議

数

料

蛾

倣

鎌

鉱

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

ア ιL
，tI搬

議

倣

ア
パ
判
一
ね

おま長一

石倣

石器産

数

綴

織

録

数

紋

織

倣

銑

綴

鍛

数

数

鉱

石
石
石
一
J
Q

一
必
石
一
七
必
一
ゐ
石
石
石
一
七
石

石鍛

ホJlぺ〆ブエ)I，ス
一行 『品

川乱'」至宝

緑色岩

緑色岩

?示、色岩

緑色岩

緑色若

緑色者

緑色岩

緑色岩

ホルンブェルス

緑色岩

緑色岩

黒際石

下白石

下呂石

チャート

チャート

チャート

チTート
ヤロァ

1にほI

安山岩

安山宕

チャート

チャート

チキート

チみー;

チャート

チャート

溶結凝灰岩

溶結凝灰岩

安山岩

流紋岩

チャート

チャ)ト

チャート

安山岩

安山岩

ヲト ヤ h ト

チャート

安山岩

緑色片宥

治凝灰岩

i制古凝灰岩

安111岩

安山幸f

安山岩

安山岩

チャート

安山岩

洛結凝灰岩

安!li岩

安I[J岩

i料占凝灰岩
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(3.20) 

1.30 0.55 

1.28 0.50 

2.18 0.70 

1.62 0.70 

1.70 0.53 

1.84 0.50 

l.7~， 0.62 

1.70 0.72 

1.78 0.78 

2.00 0.60 

1.65 0.70 

1.26 0.60 

1.62 0.95 

1.80 0.72 

1.70 0.65 

1.62 0.55 
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溶結凝灰岩

安山岩

チャート

チャート

安山岩

チャート

安山岩

安山岩

ホルンフェルス

緑色片岩

溶結凝灰岩

緑色片岩

チヤ}ト

チャート

溶結凝灰岩

流紋岩

緑色岩

変玄武岩

変玄武岩

ノ、イアロクラスタイト

緑色岩

黒色片岩

ハイアロクラスタイト

ハイアロクラスタイト

緑色岩

緑色片岩

角肉岩

緑色片岩

ホルンフェルス

黒色片岩

黒色片岩

黒色片岩

緑色岩

流紋岩

黒色片岩

黒色片岩

緑色片岩

変玄武岩
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凝灰岩質砂岩
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凝灰岩質砂岩
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石鉱

石鉱

石鉱
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石鉄

石鉱
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石鉱
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石錐

石錐

石錐

石匙
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包含層(中央部)
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第 4章

l :長官 都田川

1 はじ

括

ける弥生 同

る

。

-r~ -r .... 
て.) '~.J凡 さ

る。帰属時

くは:〉い

せ、定着すると

していることを

地上に立地する

いて著し

をもって

できる。一方、台

これらは

し

を いる可能性も

らは、の

つ。

ぐこーコ

lG 

ぐコ

11 

(--~ 

、~~ーノ

24 

とし く、
~ 

/，;)0 

ここで

L J 

一、司

πごさ石な口

当

仁一三コ 14 

こづとつ 15

20 

1 ~8 J+i邑
S~15 !IJi工
16~~1 倍干北

一'_..L':22.2:J 11_1/1'~ 

21 坊ヶ跡事

FigJ'l 潤遠江出ニi二主喪石器

20cI1l 

23 



24 

開発型水田稲作を展開することが可能である石器組成であったと評価できる。しかし、都田川流域にお

ける石器組成の導入段階・集落の相対的位置付け・弥生時代後期への動態については今回の調査では明

確に示すことはできなかった。

竪穴建物の形態 井通遺跡で検出された竪穴建物のうち平面形態が判明する建物は、建物長辺が比較的直

線状・短辺はやや外に張り出すため隅部が丸味をもっ隅丸長方形を呈する。

竪穴建物の平面形態についてはすでに先学の優れた考察があり(松井1992、岩瀬2001、鈴木敏2001)、

弥生時代中期後葉の遠江では隅丸長方形の竪穴建物は一般的に認められる建物形態であることが指摘

されている。しかし、東遠江では長辺・短辺ともに丸味をもっ楕円形となり、形態差は天竜川が境界と

なると考えられている。

今回の井通遺跡の調査では、これらの指摘を追認する成果を得た。遠江における弥生時代中期の集落

は、調査事例が少なく未だ検討する段階に到達していないが、西遠江の浜名湖を挟んだ北岸と南岸にお

いて竪穴建物の平面形態が共通で、あったことは少なくとも指摘できるであろう。

三河との関係 一方、中平遺跡では短辺も直線状となり、より長方形を指向する傾向が強い竪穴建物が検

出されている。この形態は三河で検出される竪穴建物と類似しており、三河との関連を示すものと捉え

られる。しかし、中平遺跡では隅丸長方形の竪穴建物もみられ、同じ丘陵上に立地する坊ヶ跡遺跡でも

認められておらず、遠江ではこれまでのところ他に確認されていない。

三河と遠江の弥生時代中期中葉の竪穴建物は方形であったと指摘されており、中期中葉から後葉に到

る平面形態の変遷においては同一であったと捉えることが可能であろう。しかし、井通遺跡が位置する

都田川流域は地理的な位置から三河と相互に影響を及ぼしていたものと想定されるが、竪穴建物に関し

ては三河の平面形態を受容していない。したがって、三河と遠江は同一の建築様式に含まれるが、細分

が可能な小様式を認めることができる。さらに、遠江でも東遠江は別の平面形態を認めることができる

ことから、弥生時代中期後葉の竪穴建物には小さな地域性が表出する段階と位置付けられる。

後期への展開 平面形態が隅丸長方形の竪穴建物は、法ヶ崎遺跡で確認できるように弥生時代後期前半ま

では受け継がれている。都田川流域でも台地上に立地する向山遺跡において、後期前半の隅丸長方形を

呈する竪穴建物が検出されている。向山遺跡では後期後半に隅丸方形の竪穴建物に変化し、法ヶ崎遺跡

では隅丸長方形と隅丸方形の建物が同時期に併存している。この動向は、伊勢湾沿岸地域の土器様式広

域分布圏の成立と関連づけて理解されている(鈴木敏2∞1)。

弥生時代中期後葉から後期前半は生活様式の画期と評価でき、都田川流域における各集落にも影響

が及んだものと推測される。今回の井通遺跡の調査では弥生時代中期後葉が中心であり、後期へと連

続する集落の社会的動向を窺う考古資料を確認できなかったが、今後とも都田川流域における断片的

な資料を精力的に紡ぎ合わせていく必要がある。

3 置石炉について

分布・形態・時期 井通遺跡に設置された炉には、置石炉となる竪穴建物が5軒検出されている。

遠江の弥生時代の炉形態は地床炉が中心であり、置石炉の形態をもっ竪穴建物は普遍的とはいえない。

また、竪穴建物検出数の多寡を問わなければ、分布はこれまでのところ浜名湖北岸~天竜川流域沖積平

野北部と、小笠山北西丘陵商辺の 2地域に認められる(註 1)。

これら置石炉の形態は、

A類一炉心に礁を置く形態

B類一炉縁に置く形態のうち、建物中央から短辺に向けて設置されたもの

C類一炉縁に置く形態のうち、建物中央から長辺に向けて設置されたもの
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三河では管見により詳細な状況は知り得ないが、 i主王[と接する束三河の橋良遺跡では置:百炉ヵ認されている。

't:iJ貰持代前期においては、これまでのところ大平遺跡 SB14において確認されるのみである。この建物は太平遺跡で最大士見撲の主主穴建物

であり、歯石炉となる 22基の炉は;j'i}めて顕著に熱を受けて検出されている。
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井通遺跡の炭化材

横断面 : O.4mm 放射断面 : O.1mm 接線断面 :O.2mm ， .試料NO.12 モミ属

!!ih 
横断面 :O.4mm 放射断面 :O.4mm 接線断面 :O.2mm 
2. 試料NO.11 クリ

横断面 : O.4mm 接線断面 : O.2mm 
3. 試料NO.1 ツブラジイ



i~ 戦理 平1.学的分析

井通遺跡の炭化材 E 

横断面 : O.4mm 放射断面 : O.4mm 
4.試料NO.16 コナラ属コナラ節
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5.試料NO.7 コナラ属クヌギ節

a.'，.. xe:比『 己 4同‘
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E 井通遺跡における炭化種実同定

1 .はじめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、堆積物中に残存する。堆積物から種実を検出しその群

集の構成や組成を調べ、過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推定を行うことが可能であ

る。また出土した単体試料等を同定し、栽培植物や固有の植生環境を調べることができる。

2.試 料

試料は、弥生時代中期(約2000年前)の計18点である。いずれも水洗選別済みのものである。

3.方法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行う。

結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示す。

4.結果

( 1 )分類群

樹木4、草本 2の計 6分類群が同定される。学名、和名および粒数を表 lに示し、主要な分類群を写

真に示す。以下に同定根拠となる形態的特徴を記載する。

〔樹木〕

クリ Castanea crena臼 Sieb.et Zucc. 種子(破片)・堅果(破片) ブナ科

種子は黒褐色で広楕円形を呈し、下端に広い付き部がある。断面は楕円~半円形である。

堅果は三角状扇円形を呈す。一側面は円みがあり、反対面は平らな形が多い。両面とも円みがある。

イチイガシ Quercus gilva Blume 子葉(完形・半形) ブナ科

炭化していて黒色で、楕円形を呈する。表面はなめらかで、縦方向に一条の回線が入る。

コナラ属 Quercus 子葉(破片) ブナ科

黒褐色で楕円形を呈し、一端につき部が残る。表面は平滑である。この分類群は殻斗欠落し、属レベ

ルの同定までである。

モモ Prunus persica Batsch 核(破片) パラ科

黄褐色~黒褐色で楕円形を呈し、側面に縫合線が発達する。表面にはモモ特有の隆起がある。

〔草本〕

イネ 01yza sativa L. 果実(破片) イネ科

炭化しているため黒色である。長楕円形を呈し、膝の部分がくぼむ。表面には数本の筋が走る。

アサ Cannabissativa L. 種子 クワ科

黒色で広卵形を呈す。 一端には円形のへそ部がある。

アサは南アジアや中央アジア原産とされるl年草の畑作物である。茎皮の繊維は麻糸になり、種子は

油を採ったり食用になる。不明炭化物 炭化の度合いが著しく表面模様が観察できない、または発泡し

変形しているため種実とは判断しにくいため、不明炭化物とする。
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( 2 )種実群集の特徴

試料 1) イチイガシ 6、コナラ属 9が同定された。

試料 2) モモ 1が同定された。

試料 3) クリ 10が同定された。

試料 4) イチイガシ 1が同定された。

試料 5) イチイガシ 1が同定された。

試料 6) コナラ属 1が同定された。

試料 7) コナラ属 1が同定された。

試料 8) イチイガシ 1が同定された。

試料 9) コナラ属 1が同定された。

試料10) コナラ属 1が同定された。

試料11) コナラ属 1が同定された。

試料12) コナラ属 1が同定された。

試料13) コナラ属 lが同定された。

試料14) モモ11が同定された。

試料15) イネ 1、アサ59が同定された。

試料16) イネ 1が同定されたO

試料17) 種実類は同定されなかった。

試料18) モモ 1が同定された。

5.考察

井通遺跡で検出された炭化種実は、クリ、イチイガシ、コナラ属、モモ、イネ、アサに同定された。ク

リとイチイガシは、渋抜きなしで優良な食用になる堅果類であり、イネ、モモ、アサは栽培植物である。

アサの種子は食用となり、茎の繊維は布地、網、袋などに利用される O 各種実は種類ごとにまとまって

出土する傾向にあり人為的集積が考えられる。以上、井通遺跡で検出された種実類は、クリ、イチイガ

シ、モモ、イネ、アサといった栽培植物を含む有用な植物の種実群である。

参考文献

笠原安夫 1985 日本雑草図説，養賢堂， 494p. 

笠原安夫 1988 作物および田畑雑草種類.弥生文化の研究第 2巻生業，雄山閣 出版， p.l31ー 139.

金原正明 1996 代モモの形態と品種.月刊考古学ジャーナルNO.4ω，ニューサイエンス社， p.l5 -19. 

南木睦彦 1991 栽培植物.古墳時代の研究第4巻生産と流通 I，雄山閣出版株式会社， p.l65-174. 

渡辺 誠 1975 縄文時代の植物食.雄山閣， 187p. 



表1 井通遺跡における炭化種実固定結果

分類群 料試

部位

学名 和名 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

Arbor 樹木

Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ 堅果(破片) 5 

子葉(破片) 5 

Quercus gilva Blume イチイガシ 子葉(完形)

(半形) 5 2 

Quercus コナラ属 子葉(破片) 9 2 5 

Prunus persica Batsch モモ キ変 (破片) 11 

ー ーー ー--・ーーーーーー ー ーー ー ーーーーー ー ーーー ・ー ー-----・ーー ー ーーーーーーーー-----ー・._--

Herb 草本

Dryza sativa L. イネ 果実(破片)

Cannabis sativa L. アサ 種子(集塊) 9 

(完形) 50 

(破片)
(+) 

Total 合計 15 10 4 6 11 60 。
不明炭化物

3 17 

炭化材片



井通遺跡の炭化種実

1クリ子葉

5イチイガシ子葉

9イネ果実(破片)

2同左 3クリ子葉

5.0mm 

4同左

付載理科学的分析

5.0mm 

6 イチイガシ子葉 7イチイガシ子葉(半形) 8モモ核(破片)

ーーーーO.5mm ---5.0mm 

10アサ種子 11 アサ種子(集塊)

1.0mm ーーーーー1.0mm ー-1.0mm



皿 井通遺跡出土試料の赤色顔料分析(蛍光X線分析)

1 .はじめに

物質にX線を照射すると、その物質を構成している元素に固有のエネルギー(蛍光X線)が放出され、

この蛍光X線を分光して波長と強度を測定することで、物質に含まれる元素の種類と量を調べることが

できる。

古代の赤色顔料としては、 一般的に水銀朱(硫化水銀:HgS)、ベンガラ(酸化第二鉄:Fe203)、鉛丹

(酸化鉛:Pb304)が知られている(市毛1998、本田1995)。蛍光X線分析では、水銀 (Hg) ・イオウ (S)、

鉄 (Fe)、鉛 (Pb)の元素の検出状況から赤色顔料の種類を推定することが可能である。

2.試料

分析試料は、 SH4015から出土したNO.l. NO.2、SK4007から出土したNO.3、G-38グリッドから出土

したNO.4・NO.5の計5点である。このうち、試料NO.3--5については赤色顔料イ寸着部分と非赤色部の 2

箇所を測定して比較検討を行った。

3.分析方法

エネルギー分散型蛍光X線分析装置(日本電子側製， JSX3201) を用いて、元素の同定およびファンダ

メンタルパラメータ法 (FP法)による定量分析を行った。測定の条件は、測定時間600秒、照射径7.0mm、

電庄30kV、試料室内真空である。

4.分析結果

表1に各元素の定量分析結果 (wt%) を示し、付図に各試料(部位)のX線スペクトル図を示す。定量

分析の結果は、慣例により代表的な酸化物名で表記している。

5.考察

( 1) No. 1 . No. 2 

分析の結果、試料NO.lとNO.2では鉄 (Fe)の明瞭なピークが認められ、水銀 (Hg)や鉛 (Pb)は検出さ

れなかった。鉄 (Fe203)の含量は、 NO.lでは39.9%、No.2では48.2%といずれも高い値であり、各試料

の主成分となっている。以上の結果から、これらの試料に含まれている顔料はベンガラと考えられる。

なお、地下水中などの鉄分が沈着した褐鉄鉱も同様の成分で構成されていることから、ベンガラをより

確実に同定するにはX線回折分析による結晶構造の解析が必要である。

( 2) No. 3 . No. 4 . No. 5 (土器付着の赤色顔料)

分析の結果、 No.3 . No. 4 . No. 5の赤色顔料付着部分では、鉄 (Fe)の明瞭なピークが認められ、水銀

(Hg)や鉛 (Pb)は検出されなかった。このうち、 NO.5の赤色部における鉄 (Fe203)の含量は11.1%(非赤

色部は3.8%)であり、比較部分の2.9倍と明らかに高い値である。また、 NO.3の赤色部における鉄 (Fe203)

の含量は82%(非赤色部は5.6%)、NO.4の赤色部は6.7%(非赤色部は4.9%)であり、いずれも比較部分より

も高い値である。以上の結果から、これらの土器に付着した赤色顔料はベンガラと考えられる。
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参考文献

市毛 勲 1998 新版朱の考古学.考古学選書.雄山閣出版

本国光子 1995 古墳時代の赤色顔料.考古学と自然科学. 31' 32， p.63・79

表1 井通遺跡における蛍光X線分結果

単位:wt(%) 

試料 2 3 3' 4 4' 5 5' 

原子No. 化学式 赤色部 赤色部 赤色部 非赤色部 赤色部 非赤色部 赤色部 非赤色部

11 Na20 0.560 0.768 1.163 1.587 1.159 1.220 1.252 1.012 

12 MgO 5.078 4.020 1.405 1.285 0.817 1.541 0.435 1.298 

13 Ai203 12.795 11.012 16.226 18.445 20.021 21.715 19.351 23.054 

14 Si02 34.875 29.661 59.240 62.890 63.863 63.842 61.188 62.449 

15 P205 1.373 1.298 2.568 2.313 2.559 1.971 2.310 3.218 

16 S03 0.000 0.000 4‘525 1.473 0.000 0.000 0.037 0.124 

19 K20 1.119 1.067 2.690 2.726 2.329 2.215 2.113 2.378 

20 CaO 2.168 1.832 2.285 1.774 0.996 1.050 0.800 1.185 

22 Ti02 1.323 1.168 1.338 1.524 1.218 1.259 1.011 1.178 

23 V20S 0.024 0.047 0.045 0.044 0.031 0.053 0.030 0.030 

24 C1'203 0.106 0.069 0.033 0.039 0.015 0.054 0.028 0.037 

25 MnO 0.464 0.584 0.167 0.121 0.140 0.088 0.170 0.097 

26 Fe203 39.889 48.212 8.190 5.649 6.723 4.889 11.137 3.788 

28 NiO 0.156 0.162 0.036 0.032 0.039 0.037 0.039 0.050 

37 Rb20 0.013 0.012 0.018 0.012 0.015 0.013 0.013 0.018 

38 SrO 0.025 0.042 0.029 0.030 0.033 0.021 0.029 0.032 

40 Zr02 0.034 0.047 0.043 0.058 0.041 0.030 0.055 0.054 

No.3 No.4 NO.5 

写真1 蛍光X線分析(赤色顔料分析)試料
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図1 蛍光X線スペクトル(No.1) 
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図3 蛍光X線スペクトル (No.3)
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図2 蛍光X線スペクトル (No.2)
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図4 蛍光X線スペクトル (No.3') 
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紘フ-a iii 名 A:'>i井通R5.5PC 測定日時 : 2006年12月 8日 4時36分54秒 イ名ル名 A平井通R5N.5PC 測定日時 2006年12月 8日 5時22分42秒

測定)'"1: 赤電色圧郎:30.0kV 電流 0.320mA ライフ・9イム 600.00sec パス:Vac I I iøll Æ:~i4' 非電赤庄色・部30.0kV 電流 1.380mA うイプ 9イム 600∞sec I ~ス: Vac 

分 : 標Na準，Mg，AI，5i. P. 5. K. Ca. Ti. V. Cr.Mn. Fe. Ni. Rb. 5r. Zr.Rh 条条量元件件法繁 : 標Na噂. Mg. Al.Si. P. 5. K. Ca. Ti. V. Cr. Mn. Fe. Ni. Rb. 5r. Zr. Rh 

図5 蛍光X線スペクトル (No.4) 図6 蛍光X線スペクトル (No.4') 
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ファイル名 A:￥井通R7.5PC 測定日時 2006年12月 8臼 2時17分21秒
猷料名 ・
メモ 赤色部
iftl)定条件 ; 電庄:30.0kV 電流:0.360mA うイプ判ム 600.00sec パス 。Vac
定量条件

定量法 : 標準
分析元素 Na.Mg. AI. Si. P. 5. K. Ca. Ti. V. Cr. Mn. Fe. Ni. Rb. 5r. Zr. Rh 

Num 元素/化学式 wt (!I) at/mo I e (!I) 測定強度比 積分強度標準偏差
1 11 Na20 1.2520 1.4647 0.0122127 585 0.6974 
2 12 MqO 0.4351 0.7827 0.0016198 499 0.3166 
3 13 AI203 19.3512 13.7622 0.0383712 49981 0.1453 
4 14 5i02 61.1880 73. 8451 0.1690432 231393 0.1797 
5 15 P205 2.3097 1.1800 0.0128072 9009 0.1426 
6 16 503 0.0374 0.0339 O.∞∞697 230 0.0747 
7 19 K20 2.1132 1.6266 0.0152516 18159 0.0548 
8 20 CaO 0.8001 1.0346 0.0052092 8829 0.0475 
9 22 Ti02 1目0110 0.9176 0.0051575 15227 0.0383 
10 23 V205 0.0300 0.0120 0.0001512 533 0.0345 
11 24 Cr203 0.0284 0.0136 0.0002015 785 0.0233 
12 25 MnO 0.1704 0.1742 0.0014630 5883 0.0195 
13 26 Fe203 11.1371 5.0572 0.0唱89307 3ゆ0898 0.0200 
14 28 NiO 0.0391 0.0380 0.0003442 1572 0.0194 
15 37 Rb20 0.0134 0.0052 0.0003651 1288 0.0142 
16 38 5rO 0.0291 0.0204 0.0007448 2742 0.0157 
17 40 Zr02 0.0547 0.0322 0.0014552 4459 0.0212 

10ω 

k.V 

ファイル名 A:剛弁週R7N.SPC 測定日時 2006年12月 8日 3時18分38秒
紙料名 : 
メモ 非赤色部
測定条件 : 電庄:30.0kV 電流:0.400mA う{J'~イム 600.oosec パス :Vac 
定置条件

定量j去: 標準
分析元繁 Na. Mg. AI. 51. P. S. K. Ca. Ti. V. Cr. Mn. Fe. Ni. Rb. 5r. Zr. Rh 

Num 元繁/化学式 wt (!I) at/mo I e (!I) iRI)A:強度比 積分強度 標準偏差
1 11 Na20 1.0117 1.1444 0.0108726 579 0.4177 
2 12 MqO 1.2983 2.2581 0.0053160 1819 0.1897 
3 13 AI203 23.0539 15.8522 0.0491407 71120 0.0890 
4145i02 62.4487 72.8692 0.1763297 268186 0.1158 
5 15 P205 3.2177 1.5893 0.0180251 14088 0.0930 
6 16 503 0.1242 0.1088 0.0002328 854 0.0490 
7 19 K20 2.3779 1.7698 0.0170826 22599 0.0363 
8 20 (aO 1.1853 1.4819 0.0076254 14360 0.0317 
9 22 Ti02 1.1781 1.0338 0.0058878 19315 0.0258 
10 23 V205 0.0297 0.0114 O.ω01465 574 0.0232 
11 24 Cr203 0.0373 0.0172 0.0002601 1127 0.0156 
12 25 MnO 0.0965 0.0954 0.0008620 3852 0.0123 
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